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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年7月26日(2021.7.26)

【公表番号】特表2020-521751(P2020-521751A)
【公表日】令和2年7月27日(2020.7.27)
【年通号数】公開・登録公報2020-029
【出願番号】特願2019-565005(P2019-565005)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  16/28     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/46     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/13     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ   16/28     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   16/46     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   19/00     　　　　
   Ｃ１２Ｐ   21/08     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ａ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｈ
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/04     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/13     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年5月10日(2021.5.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒトＩｇＧ重鎖定常ドメインを含む修飾重鎖定常ドメインを含む抗体またはその抗原結
合フラグメントであって、ここで（ｉ）２３８位のアミノ酸はＰではなく；（ｉｉ）２３
８位のアミノ酸がＰである同じＩｇＧ重鎖定常ドメインに比して低減されたエフェクター
機能を有する；および（ｉｉｉ）ＩｇＧ重鎖定常ドメインがヒトＩｇＧ１重鎖定常ドメイ
ンである、抗体またはその抗原結合フラグメント。
【請求項２】
　２３８位のアミノ酸がＫである、請求項１に記載の抗体。
【請求項３】
　Ｐ２３８がＰでもＳでもなく、例えば、Ｐ２３８Ｋであり、ここで、修飾重鎖定常領域
が配列番号１９８と少なくとも９０％同一であるアミノ酸配列を含む、請求項１または２
に記載の抗体。
【請求項４】
　Ｐ２３８がＰでもＳでもなく、例えば、Ｐ２３８Ｋであり、ここで、修飾重鎖定常領域
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が配列番号１９８と少なくとも９５％同一であるアミノ酸配列を含む、請求項３に記載の
抗体。
【請求項５】
　Ｐ２３８がＰでもＳでもなく、例えば、Ｐ２３８Ｋであり、ここで、修飾重鎖定常領域
が配列番号１９８と少なくとも９９％同一であるアミノ酸配列を含む、請求項４に記載の
抗体。
【請求項６】
　修飾重鎖定常領域が１以上の非Ｐ２３８アミノ酸修飾、Ｃ２２０Ｓ、Ｃ２２６Ｓおよび
Ｃ２２９Ｓを含まない、請求項１～５の何れかに記載の抗体。
【請求項７】
　修飾重鎖定常領域が配列番号１９８からなるアミノ酸配列を含む、請求項１～６の何れ
かに記載の抗体。
【請求項８】
　（ｉ）抗体が修飾重鎖定常領域に結合した抗体の抗原結合フラグメント、例えば、Ｄａ
ｂまたはｓｃＦｖである；または
（ｉｉ）抗体が修飾重鎖定常ドメインに結合した重鎖可変ドメインおよび軽鎖定常ドメイ
ンに結合した軽鎖可変ドメインを含む、請求項１～７の何れかに記載の抗体。
【請求項９】
抗体が重鎖および軽鎖を含む完全長抗体であり、ここで重鎖および軽鎖がそれぞれ完全長
である、請求項１～８の何れかに記載の抗体。
【請求項１０】
　修飾重鎖定常ドメインがエフェクター機能を低減する１以上の他の変異を含まない、こ
こで、任意に修飾重鎖定常ドメインがエフェクター機能を低減するここに開示する１以上
の他の変異を含まない、請求項１～９の何れかに記載の抗体。
【請求項１１】
　修飾重鎖定常ドメインがエフェクター機能を低減する１～３の他の変異を含み、ここで
、任意に修飾重鎖定常ドメインがエフェクター機能を低減するここに開示する１～３の他
の変異を含む、請求項１～８の何れかに記載の抗体。
【請求項１２】
　抗体のエフェクター機能がＩｇＧ２抗体のものとほぼ同じである、請求項１～１１の何
れかに記載の抗体。
【請求項１３】
　抗体が野生型ＩｇＧ１を有する抗体に比して低親和性ＦｃγＲに低い結合親和性を有す
る、ここで、任意に抗体が低親和性ＦｃγＲに検出可能な結合を有しない、請求項１～１
２の何れかに記載の抗体。
【請求項１４】
　（ｉ）抗体が野生型ＩｇＧ１定常領域を有する抗体に比して優れた熱安定性を有する；
および/または
（ｉｉ）抗体が野生型ＩｇＧ１定常領域を有する抗体に比して低減された不均質性を有す
る、請求項１～１３の何れかに記載の抗体。
【請求項１５】
　請求項１～１４の何れかに記載の抗体、および担体を含む、組成物。
【請求項１６】
　１以上の付加的治療剤をさらに含む、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
　付加的治療剤が免疫系を刺激する、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　治療剤がチェックポイント阻害因子のアンタゴニストまたは共刺激受容体である、請求
項１７に記載の組成物。
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